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ハンズオン環境作成の流れ
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ハンズオンの流れ

• フェーズ1: 接続元環境を確認
起動済みのLinuxにEC2 Instance Connect経由でログインし、動作確認します

• フェーズ2: 接続先環境を作成
IPAMによるIP設計後、VPCを手動で作成し、Webサーバを冗長配置します
フェーズ1で作成したLinuxからWebサーバへcurlコマンドでアクセスします

• フェーズ3: 接続先環境へロードバランサーを導入
ロードバランサー(Application Load Balancer)を作成し、フェーズ2で作成した
Webサーバをロードバランサー配下に登録します

• フェーズ4: DNSでIPv6レコードを登録する
フェーズ1で作成した環境のみで利用できるプライベートホストゾーンを作成し、
独自ドメインを利用し、ロードバランサー経由でWebサーバへアクセスします

• フェーズ5: NLBを配置し固定IPアドレスでWebサーバを公開（オプション）
フェーズ4で作成した環境にNLBを配置します 4



インターネット

ユーザー

フェーズ1:本ハンズオンで作成する構成 (Client)
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ハンズオン
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(再掲) 事前準備

・Firefox、もしくは Google Chrome のインストール
・配られた URL、アカウント、ユーザ名、パスワードで

AWS コンソールにログインできること
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皆様に本日お貸出しするもの

2) AWSアカウントへログイン
1) Workshop Studio
ハンズオンの手順書

ワンタイムパスワード発行(OTP)でログイン

東京リージョン
が利用可能

配布されたWorkshop Studio 
URLへアクセス

1) ハンズオンの手順書
2) AWSアカウント（本日の未利用可能・無料）



メールアドレスを入力 メールで受信したパスコードを入力

ワンタイムパスワード発行(OTP)でログイン
配布されたWorkshop Studio 

URLへアクセス



Workshop Studioダッシュボード

※まだ開始していな
い場合、
Event Not Running
と表示されます。~省略~

規約に同意いただき、Join eventをクリック

２）このリンクからAWSアカウントへログイン

１）このリンクからハンズオンの
手順書トップページへ移動
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ハンズオン環境へのアクセス

AWSコンソールが表示されたら準備OK!
ハンズオンを楽しんでいきましょう！
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東京リージョンになっている事
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リージョンセレクター
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サービス一覧
200以上
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サービス名検索機能
略称での検索も可能
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ダッシュボード

ナビゲーションペイン
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リストでリソースを選択
すると、下に詳細が表示

リソースリスト
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EC2 Instance Connect について

本ハンズオンでは、テスト用ホストへのログイン方式として、EC2 Instance 
Connectを利用します。EC2 Instance Connectを使用すると、インバウンド
ポートを開いたり、踏み台ホストを維持したり、SSHキーを管理したりすること
なく、監査可能なインスタンスを安全に管理できます。
Instance Connectは、Agentのインストールや管理が不要となり、VPC エンド
ポイントも一つで済むのでインフラストラクチャの構成がよりシンプルになりま
す。
本ハンズオンで作成するLinuxホストに対しては、CloudFormationテンプレー
トにより、EC2 Instance Connect が利用できるようあらかじめ設定しています。
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ご注意：
ハンズオンを進める過程で、Terminalを利用しない時間が継続すると、セッションがタイム
アウトする場合があります。利用再開するには、ブラウザをリロードしてください。
（それでも復活しない場合、EC2ダッシュボードからインスタンスを選択し、再接続をお願
いします。）
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チェックボックス
にチェック

EC2 Instance Connect

プライベートIPを使用して接続

EC2 Instance Connect について
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